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3 学びを通じた被災地のコミュニティ再生支援事業
教育の復興を推進していくとき、その担い手の育成が重要である。宮城教育大学では、教員養成とい

う本来の人材育成に加え、当センターを中心にして、地域社会を豊かにするために活動する市民やリー
ダーの育成に取り組み始めた。被災地にある唯一の教育大学として新たな境地を開いた。

本学では、平成25年度から3年間、文部科学省の事業である本事業に参画し、その運営母体として「宮
城教育大学被災地復興支援実行委員会」を設置し、学外からも有識者や県・市町村教育委員会の教育長
など多くの方々から広くご指導をいただいて進めてきた。

事業の推進にあたっては、本学の教育復興支援センターを中心に、被災地の子どもたちへの学習支援、
現場教員への支援活動など、地域コミュニティ再生支援に取り組んだ。この事業に取り組む意義は、大
学改革が叫ばれる中で地域に根差した教員養成大学としての姿勢を明確に示せることや、社会総ぐるみ
の教育に求められる教師を養成できることなどが挙げられる。

＜復興に向けて育てたい教師像＞

①　学校は児童生徒の教育の場にとどまらず、地域住民の生涯学習の場となっていることから、地域
連携の大切さを理解できる教師を育成したい。

②　社会総がかりの教育を推進するために、地域連携の重要さを理解し、コーディネートできる教師
を育成したい。

③　大震災からの復興を担う子どもたちを導くために、自らが復興や地域の抱える課題を把握し、解
決に向けて努力する教師を育成したい。

学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業
●取組の基本理念

産・官・学など多様な主体が連携して被災地の復
興を推進するとともに、一過性のものとせずに、長
く地域に根差す仕組みづくりを実現する。
●事業概要

宮城県内の被災地における地域コミュニティの再
生を目指し、学びを通した支援事業を実施した。

地域の復興を支援するにあたり、被災地を抱える
自治体との連携を図りながら、以下の内容を進めた。
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３年間の主な取組の概要 活動を担う人材育成

〈実行委員会事業〉この事業を推進する「実行委員会事務局」が行った事業

【教員支援塾の開催、教員支援情報誌「ちょっとたいむ」第1～8号の発刊】
支援塾の開催場所：学内・栗原市・気仙沼市など
情報誌の取り上げた場所・学校数：県内の市町村数20。学校数30校
内容： 「教員支援塾」を開催し、学校現場で教員が抱える様々な問題の解決や支援に本学の教員がかか

わり、勉強会や情報交換の場を設定して支援を行った。
　　　 先生方の明日を支える情報誌「ちょっとたいむ」は、被災の規模による地域間の温度差を縮め、

被災地の現状を県内全教員が共有し合う目的で発刊した。平成26年度からスタートし、2年間
で第8号を数え、情報の共有、連帯感の醸成が図られた。

【学生の自主的な活動の支援及び広報活動】
場所：学内・仙台市・県内
内容： 本学の学生の主体的な活動を支援するもので、活動資金や場所を提供し、学生の自主的な活動

を後押しした。事業パンフレットにより事業の周知を図り、HPで事業の進捗状況を情報発信
することで、事業趣旨を地域社会に紹介した。

【学生企画 「学び喫茶」】
場所： 学内・気仙沼市・南相馬市
内容： 被災地でボランティア活動に取り組む学生たちが、自ら企画した活動。被災地訪問や海外（フィ

リピン等）への災害支援を行った。

Ⅰ 防災教育に関する事業 協働で取り組む防災教育の創造

【防災連続講座】
場所： H25　　　　仙台駅直結複合施設アエル1階アトリウム
　　　H26～27　仙台駅直結複合施設アエル２階アトリウム
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内容： 広く市民に防災に関する学びの場を提供するために連続講座を開催。（H25：1週間連続計15
講座。H26：3日間連続計13講座。H27：2日間連続計14講座。）東日本大震災の経験を次代へ
語り継ぐ意識を醸成。

【震災体験の次代継承事業】
場所： 仙台市、気仙沼市、女川町、亘理町、山元町、南三陸町
内容： 震災体験の次代への継承活動は震災からの学びを次代の防災・減災に生かすための重要な取組

である。これまで、気仙沼市、女川町、仙台市などの小・中学校の被災状況や教育復興への歩み
について、報告書や記録集に残す取組を行った。また、これまで冊子としてまとめてきた震災
の記録や教育復興の歩みを、視・聴覚的な理解と集団での活用が容易になることから、中学生
向けの教材としてDVDも制作した。

【地域のネットワークを生かす防災教育の取組】
場所： 学内・気仙沼市・南相馬市
内容： 震災の経験を未来に伝えるために、子どもと大人が一緒に学び、地域のネットワークを生かし

た防災教育を推進した。東日本大震災を記録したドキュメンタリー映画上映やブラジルから駆
けつけたマリオ氏のチェロの演奏会も行った。

Ⅱ 心とからだに関する事業 つながり再生目指す学びの事業

【女川町の子どもにおける学校内放課後を中心とした運動環境改善】
場所： 女川町
内容： 被災地女川町の被災直後から

失われた子どもたちの運動環
境を補充すべく活動を継続に
実施した。（東北学院大学体
育系研究室女川向学館）
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【園芸療法の実証研究事業】
場所： 仙台市
内容： 被災地における有効な地域コミュニティ支援として園芸療法を行った。（東北大学加齢医学研

究所）

【被災地における心のケア事業】
場所： 仙台市
内容： 震災復興に向けた実践事例、及び学校現場で苦慮している「子どもの心のケア（支援）」につい

て対応事例の記録を、仙台市小・中学校長会と協働で作成し、今年3月には、第4号が完成した。

【食の学びによる地域づくり】
場所： 仙台市・塩釜市（野々島）
内容： 宮城の食文化資源を活用して、地域での「食の学び」の機会や実践の効果を多様な「地域づくり」

に発展・進化させる。

Ⅲ 生き方に関する事業 活動を担う人材育成

【震災の記憶をつなぐ伝承事業(高校生キャリア教育）】
【p4c（子どもの哲学）を中心とした生き方を考える取組】※

場所： 仙台市（H25～26アエルビル5階、H27仙台市生涯学習支援センター５階）
内容： 県内の希望する高校生が、年齢が近い先輩の社会人の話を聞き、大学生や他校生とコミュニ

ケーションを取りながら考えをまとめるワークショップを行った。自分の生き方を考えさせ
る、志教育、自分づくり教育につながるキャリア教育として提案することができた。（県内高校・
漫才コンビ「ニードル」・宮城教育大学生）

※【p4c（子どもの哲学）を中心とした生き方を考える取組】別項参照

【キャリア教育に関する研究プロジェクト】
場所： 仙台市
内容： 震災前の姿を取り戻すのではなく、新しい時代を拓くために、生き方教育としてのキャリア教
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育を推進した。優れた先行実践をもつ小中学校のケースを、モデルとして発信できた。

Ⅳ 地域づくりに関する事業 つながり再生目指す学びの事業

【泉パークタウン　花・まち・大作戦】
場所： 仙台市（泉パークタウン　花・まち・大作戦協議会タウン内4小学校）
内容： 花の育成・栽培を学校と地域・企業が共同して行うことで、交流体験による地域連携意識を醸

成した。

【学生による津波被災地の地域コミュニティ復興支援】
場所：東北学院大学（市民性育成論講座）
内容： 東北学院大学の「市民性育成論」受講の大学生が、自らの学びを被災者との活動体験によって

深める活動を行った。

【ソーシャルキャピタルに関する研究】
場所： 仙台市（政策研究大学院大学　教育政策プログラム）
内容： 近年注目されているソーシャルキャピタルの視点で、アンケート調査による検証を継続し、そ

こから得た知見を、地域防災教育に活かす研究に参加した。

【土曜日の教育活動の支援】
場所： 仙台市（市民センター・児童館・東北大学、放課後子ども教室・学校支援地域本部）
内容： 児童生徒の健全な育成と同時に、関わる地域住民の生きがいづくりや地域の活性化を目指し

て、社会教育施設や大学と連携した多様な学びによる活動モデルを試行した。

【女川町つながる図書館事業】
場所： 女川町
内容： 津波被災地のコミュニティ再生を図るために「女川ふるさと検定」を実施した。女川を地理的・

歴史的に知ることで、世代を超えた交流やふるさと女川再発見ができる活動を支援できた。
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4 探究の対話（p4c：philosophy for children）

1 p4c（philosophy for children） とは
日本でも認知度が高まりつつあるp4c（子どもの哲学）。1970年代にアメリカのマシュー・リップ

マンが開発した哲学対話は、その後世界各地に広がっていった。その中でも、学校教育において大きな
成果をあげたハワイ大学のトーマス・ジャクソン博士による理念と手法が私たちが進めてきたp4cの
原型である。具体的には子どもたちが問いを立て、コミュニティボールを使いながら、円座の中で対話
し考えを深めていくもので、思考力の育成と人間関係づくりの両方を目指した教育方法の一つである。
基盤にあるのは、「何を話しても否定されない、笑われない。皆がちゃんと聞いてくれる」という安心感

（セーフティ）。コミュニティボールと呼ばれる毛糸のボールには、「ボールを持った人だけが話せる」、
「話したくなければパスできる」「まだ話していない人を優先する」などのルールがある。

2 これまでの足跡
宮城では、東日本大震災の支援を契機として交流のあったハワイのワイキキ小の教員が2013年7月

に仙台市立若林小を訪問した際に、p4cを披露したのが始まりである。翌月以降、仙台市内の小中学校
の校長有志によるp4cの研修と学校での実践が積まれてきた。講師を務めたのは、当時兵庫県立大学
の講師であり、現在新潟大学の准教授である豊田光世氏である。氏はハワイ大学でp4c教育を学び、そ
の後p4cの研究・実践に長く取り組まれた方で、現在も私たちの実践について、定期的に指導・助言を
頂いている。2014年4月には公益財団法人上廣倫理財団の寄付により、宮城教育大学教育復興支援セ
ンターに上廣倫理哲学教育研究室が設置され、ここを拠点として、「p4cせんだい」の活動が始まった。
その後、「p4cハワイ」との定期的な教員交流の中で研究実践が深まってきた。2014年の後半からは
各教科における実践も広がり、各種公開研究会や研究発表会でもその成果が公表されるようになった。
2015年夏には「p4cしろいし」が誕生する中、10月に開催された第１回p4c国際フォーラムでの大き
な反響を契機に、「p4cみやぎ」として、宮城県内外の学校・地域への普及が始まりつつある。

文部科学省
大杉教育課程企画室長の基調講演

宮城県教育庁
桂島義務教育課長の祝辞

パネルディスカッション

■Ⅴ 

新
た
な
教
育
の
創
造
に
取
り
組
ん
で

Ⅴ 新たな教育の創造に取り組んで



43

3 p4cに期待できること
（1） 生徒指導上の課題解決につながる

昨今の教育に関する報道の中でひときわ大きな話題となっているのが、いじめ問題である。原因とし
て様々な要因が取り上げられているが、共通していえることは、子どもたちが人間関係をうまく構築で
きないということではないだろうか。これはいじめに限らず、不登校の大きな要因の一つであるともい
える。p4cでは次の3点から、生徒指導上の課題解決につながると考える。

①　ボールを持った人しか話せない。
　　　　→　みんながちゃんと聞いてくれる心地よさ、満足感。
②　「正解がない」 から、否定されない。笑われない。
　　　　→　成績や立場の優劣等に左右されない安心感。自己肯定感。
③　セーフティの確保が大前提。
　　　　→　よりよい人間関係の構築と、安心できる居場所づくり

（２） アクティブ・ラーニングのモデルとなり得る

現在策定中の新学習指導要領の目玉の一つに、アクティブ・ラーニングがある。これは「課題の発見・
解決に向けて主体的・協働的に学ぶ」ものであり、まさしくp4cの教育方法と合致するものである。「最
近の子どもたちは考えることをせず、すぐに正解を求めたがる」と評されることがある。社会に出れば
正解は一つとは限らないし、見つからない場合だってある。正解を選ぶのではなく、正解を求めて考え
る姿勢こそ大切なのに、「選択肢がないと若者は固まってしまう」といった話も聞いたことがある。こう
した状況の中で、p4cの持つ次の2つの特徴に期待が寄せられる。

①　「教師からの問い」ではなく、「子どもの問い」を大切にする。
　　　　→　子どもがより主体的に学ぶことができる。
　　　　→　課題を見つける力や探究心が高まる。
②　「対話による探究」 という、学び方を経験する。
　　　　→　協働的な学びを身に付けることができる。
　　　　→　考えを整理し、簡潔に話せるようになる。
　　　　→　考えが深まる楽しさを味わうことができる。
　　　　→　課題を解決する力が育つ。

4 参考文献
①　教育現場におけるp4c活用の可能性を探る（2015.3　本センター紀要 第3巻）
②　 子どもの哲学（p4c）の意義について　－クリティカル・シンキングとの比較を中心にー（2015.3

本センター紀要 第3巻）
③　 教科等の授業におけるp4c（子どもの哲学）活用の可能性を探る（2016.3　本センター紀要 第

4巻）
④　 子どもの哲学（p4c）による超自我の覚醒－コミュニティ対話の現象的心理学－（2016.3　本

センター紀要　第4巻）

コミュニティボール

円座になっての活動風景
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1 教育復興支援センターだより（平成27年度）

２３号
‘15.7．21

① 第17回復興カフェ in Miyakyo (3月9日・月)

ニュージーランド・オークランド大学のCarol Mutch准教授をお招きし、第17回復
興カフェ in Miyakyoを開催した。小田特任准教授から教育復興支援センターの概要に
ついて説明があった後、震災後の復興状況や被災した子どもたちのケア、防災教育プロ
グラム等、日本とニュージーランド双方の取組みを話し合い、有益な情報・意見交換が
行われた。Carol准教授からは、震災に限らず、予期せぬ事態におけるリーダーシップ
を養成するプログラムを、作成していることなどの報告があった。

② 第3回国連防災世界会議関連事業(3月14日・土～3月18日・水)

第3回国連防災世界会議が仙台市にて開催された。期間中、本学主催の下記イベントが

実施された。
・1月28日プレイベント ・仙台市民会館やせんだいメディアでのブース展示
・仙台広域圏ESD・RCE運営委員会主催「東日本大震災と持続可能な防災シンポジウム」
・コミュニケーションスペースにおいて展示やプレゼンテーション
・東日本大震災・総合フォーラム

「持続可能な開発のための教育を通じた防災・減災の展開」
・復興大学主催パブリックフォーラム ・学生主催の被災地バスツアー

総合フォーラム：パネルディスカッション
総合フォーラム：本学学生発表

被災地バスツアー：閖上中学校前にて復興大学：本学学生発表
せんだいメディアテーク：

ブース展示

入場者数：1,100名

⑥ 共催：ネパール地震災害緊急報告会 (6月11日・木)

日本地すべり学会、東北地理学会、東北大学災害科学国際研究所、本センター共催の標記報告会『ネ
パール地震災害調査報告－斜面災害を中心に－』を開催した。八木浩司・山形大学地域教育文化学部教授
を講師にお迎えし、5月19日～6月2日に実施したネパール地域の調査をご報告頂いた。会場（東北大学
災害科学国際研究所）と本センターをTV会議(右下画像・iPad＆携帯電話)にて中継、教職員が参加した。

⑦ 被災地視察ツアー in 気仙沼＆南三陸(6月20日・土)

⑧ 附属3校園合同防災訓練(6月29日・月）

気仙沼や南三陸出身の学生による被災地視察研修を開催した。東日本大震災の津波によって壊滅的な被
害を受け、「震災遺構」としてたびたび取り上げられる“気仙沼向洋高校”や“南三陸町防災対策庁舎”
を実際に目にし、参加した学生たちは言葉がでない様子だった。

本学附属3校園にて「上杉キャンパス合同避難訓練」が実施された。午前10時に震度6の地震発生、
小学校給食室より火災発生を想定して避難が開始された。当日PTA役員会があり、保護者たちが見守る
なかでの避難訓練であった。教育実習中の本学学生も交えての避難訓練だったため、教職を目指してい
る学生にとって良い経験となった。当センターより教職員が視察、TV会議システムにて本学へ中継した。

③ 第1回ボランティア協力員総会 (4月22日・水)

④ グリーンウェイブ2015に参加 (5月21日・木)

平成27年度第1回ボランティア協力員総会が開催された。中井センター長挨拶の後、2年生代表の佐々
木奏太さんから、これまでの協力員や運営委員の活動紹介があった。その後、昨年11月に実施した石巻・
女川方面の被災地視察研修に参加した学生から視察の報告があった。今年で１～4年生のボランティア協
力員がそろった。協力員たちは、今後、運営委員を募って様々な活動を実践していく。

国連が定める国際生物多様性の日（5月22日）の前日に、世界各地の子どもたちが学校や地域など
で植樹等を行うグリーンウェイブへセンターとして参加した。今年は英語教育講座の先生からご寄付
いただいたシャクヤク・ポトスを植樹した。昨年植樹したブルーベリーも元気に育ち実をつけている。

⑤ 南相馬被災地視察研修 (6月6日・土)

南相馬市出身の学生を中心に、企画運営した被災地視察研修を実施、参加者は教職員も含め24名で
留学生の参加もあった。小高区は日中の立ち入りが認められているため、駅前でコンサートが開催さ
れていたが、一歩住宅街に足を踏み入れると人影は見られなかった。沿岸部の村上地区では、中間貯
蔵施設が整理されてきたためか、津波で破壊された家屋も撤去され、1年前と比べ少なくなっていた。

⑨ 第18回復興カフェ in Miyakyo(7月7日・火)

⑩ ボランティア不安解消会(7月8日・水)

⑪ 第19回復興カフェ in Miyakyo(7月14日・火)

「東日本大震災を伝える」と題した復興カフェが開催され、山形県陵南中学より2年生31名・教員2名
を含む45名が参加した。高校1年生が見た震災（首藤大知氏）、被災地の子どもたち（卒業生峯田清人
氏）、その時中学生は（伊藤芳郎特任教授）の3人の話題提供があった。中学生たちは復興カフェ終了
後、学内見学、萩朋会館にて大学生と一緒に昼食を取った。

夏の学習支援ボランティア活動開始にあたって、ボランティア不安解消会
が開催された。中井センター長の挨拶、ボランティア経験者からの話の後、
当センターからの連絡事項の紹介があった。不安解消Q＆Aも配布された。

本学の学部生向け科目「環境と開発」(担当教員・西城潔/小田隆史）の一環として、「福島原発事故後
の地域社会の変化と課題」をテーマに実施したフィールド実習の報告をかねた復興カフェが開催された。
学生たちは3グループにわかれ一人ずつプレゼンを行った。
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２４号
’15.11.5

① 防災教育研修会・大崎市 (7月28日・火)

大崎市立沼部小学校『防災教育の研修会』において、小田隆史准教授が講話とワーク
ショップの講師を担当した。夏休みにPTAで子どもたちとハザードマップづくりを行う
ための研修会ということもあって、暑い体育館で皆様一生懸命取組んでいた。小学校5
年生のお子さんもグループ代表で発表した。

② オープンキャンパス (7月31日・金)

ボランティア協力員たちが、オープンキャンパスで本学を訪れた高校生たちに、
教育復興支援センターの取り組みを説明した。青葉山の住人（やぎの“つよし”）
も歓迎のパフォーマンス。大喜びの高校生たちだった。

③ 第20回復興カフェ in Miyakyo (8月24日・月)

第20回復興カフェでは、愛知教育大学の学生3名と学習支援ボランティア活動や被災地視察に
ついて意見交換を行った。今回、愛知教育大学から参加した学生3名（市川真基氏、伊藤誉之氏、
中島恵氏）は、本学学生（佐々木奏太氏、濱田茄奈氏）とともに、個人的に被災地視察を実施し、
その帰途に当センターにて、見上学長、中井センター長等と懇談した。学生からは被災地と繋が
っていたい、情報発信・共有をしたい、感じたことを伝えていきたいなどの意見があった。

8月14日、学習支援ボランティア活動終了後に、
挨拶にきた愛知教育大学の学生たち

⑤ 仙台市立荒浜小学校運動会 (9月5日・日)

小雨降る中、開校140周年記念「ふるさと荒浜学区民大運動会」が七郷小学校にて開催された。児
童（1年、2年、5年生）16名と約200人の町内会や保護者、学校関係者が参加し、荒浜小学校最後
の運動会となった。児童全員の短距離走では、一人一人決意表明がなされ、最後の演技『みんなで踊
ろう！』では、参加者全員が輪になり、アンコールが繰り返されるほどの盛り上がりを見せた。関係
者からの寄付による【くじ引き屋さん（担当：本学ボランティア学生）】も大盛況だった。

⑥ 第三回公開集中講座 宮城教育大学防災ウィークエンド (9月13日・日)

本学学生（4名）が、「学習支援ボランティア活動報告／被災地視察研修企画への思い」について発
表した。福島県出身の学生からは、様々な災害が起こったので、防災教育が進んでいると思われている
が、集落が分散、失われた町なのでそれどころではない、大学で学んだことを福島で実践したい等の報
告があった。参加者アンケートでは、「学生の生の声が心に響き、涙が出てきた」などの感想が寄せら
れた。また、「宮城県北部の大雨災害調査報告」（日本地理学会災害対応委員会HP9.13）も掲示した。

「宮城県北部の大雨災害調査報告」パネル

⑦ 仙台市立中野小学校運動会 (10月3日・土)

平成27年10月3日（土）秋晴れの中、41回目の「中野小学区民大運動会」が開催された。最後
の運動会を惜しむかのように、40名の児童とたくさんの地域の方々による演技が繰り広げられた。
学生たちも、運営の手伝いの合間を縫って一人一人の名前を呼びながら懸命に声援を送っていた。

④ 平成27年度 夏期期間中のボランティア一覧

⑧ JICA集団研修 被災地視察研修会 (10月12日・月)

JICA研修コース「教員養成課程における方法と技術」の研修生を対象に、被災地視察研修を実施し
た。JICA関係者と教育復興支援センター特任教授の16名で、仙台平野で津波被害を受けた仙台市立荒
浜小学校と名取市立閖上中学校、高い津波が押し寄せたリアス海岸の女川町を視察した。参加者たちは
荒浜小学校の視察では、避難者が救出されるまでの校長の対応や、平野部での避難の困難さに関心を示
していた。閖上中学校の校舎を見た後、日和山や犠牲になった生徒の慰霊碑を訪れたが、犠牲の大きさ
に言葉を失っていた。

閖上中生の慰霊碑に触れる研修生 女川駅の２階にて

⑨ JENESYS2015 招へいプログラム研修生との交流 (10月15日・木)

外務省主管のASEAN9か国及び東ティモールを対象とした若者招日プログラム「JENESYS2015」
により、来日中の学生等（約40名）が本学を訪れた。午前中、市瀬教授の授業にて本学学生と交流、
午後は、東日本大震災被災地を視察した。（本学学生３名が英語で仙台荒浜・名取閖上などを案内した）

⑩ 第44回宮城教育大学大学祭 (10月24日・土～25日・日)

第44回大学祭において教育復興支援センターでは、教育復興支援ボランティア協力員（大学祭
担当）たち手作りの活動年表やボランティア活動のポスターや、東北地域づくり協会のパネルも展
示した。

■Ⅵ 
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２５号
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① 第21回復興カフェ in Miyakyo (10月28日・水)

② 仙台市立中野小学校学芸会 (10月31日・土)

③ 石巻支援学校学習発表会 (10月31日・土)

第21回では本学萩朋会館前にて、サイエンスインストラクタ－・防災キャスターの阿
部清人氏に『防サイエンスショー楽しく科学・伝える防災』と題した防災に役立つこと
がらについて、化学実験を交えてお話しいただいた。昼食時ということもあって約100
名が防災教育の新しい手法を体験した。

今年度で閉校となる中野小学校の最後の学芸会に、本学学生７名が運営補助ボラン
ティアとして参加した。事前準備から、児童生徒の介助、照明、物品の運搬等を本学学
生たちがサポートし、劇や合唱で大盛況となる思い出深い学芸会となった。学芸会の途
中で校長先生からボランティア学生たちの紹介があった。

穏やかな天候のもと、障害のある児童生徒たちが、日々練習を重ねてきた成果を発表した。ボラン
ティア活動に参加した学生は本学生3名を含め18名。受付・案内、会場準備、児童生徒対応等の係
を務めるほか、石巻好文館高校の先輩・後輩の交流もあった。

⑦ 第23回復興カフェ in Miyakyo (２月17日・水)

今回は、小田隆史特任准教授と藤原忠和主任が教育復興支援センターの活動を英語（日本語補足付）
で発表した。藤原主任からは当センターの設立経緯、現在の活動、センターの今後など、小田特任准教
授からは海外の震災・防災教育などのプレゼンがあった。参加者から英語での質問もあり、貴重な復興
カフェとなった。

教育復興支援センター メモリアルイベント ご案内
2016年3月９日（水）～3月14日（月）

【震災から5年 私たちはあの日を忘れない】

目的： 震災から5年目の節目にあたり、東日本大震災を忘れないため、
被災地視察研修やメモリアルフォーラムなどを開催する。

日程：
3月 9日（水） 被災地視察研修（石巻市立大川小学校）

8:00宮教大発～17:00宮教大着
3月10日（木） 被災地視察研修（仙台近郊・午後出発）

13:00宮教大発～17:00宮教大着
3月11日（金） メモリアルフォーラム

場所：萩朋会館２F交流・談話スペース
時間：12:00～17:00
内容：・「あの日を忘れない～そなえも忘れない～」炊きだしプロジェクト

・復興支援ボランティア学生のお話（愛知教育大学学生を迎えて）
・追悼式典テレビ中継
・14:46 黙祷
・懇談会「活動を振り返ろう」（センター特任教授からのお話を含む）

3月14日（月） 仙台市立七郷中学校野球部生徒紅白試合（本学グランド）
10:30～トレーニング
13:00～感謝の会
13:30～紅白試合

問い合せ先 022－214－3296
Eメール fukkou@adm.miyakyo-u.ac.jp

★皆様のご参加をお待ちしています。

④ 第22回拡大復興カフェ in Miyakyo (11月26日・木)④ 第22回拡大復興カフェ in Miyakyo (11月26日・木）

雨の降る寒い中、復興教育学創設室 キャンプ炊き出しプロジェクト担当の拡大復興カフェが開催され
た。11月24日に炊き出し研修の練習を行い、当日は、３０分で作る簡易パン・一斗缶オーブンピザ・ポ
リ袋ご飯、燻製チーズなどが振舞われた。会場が、本学の中庭だったため、お昼休みの学生たちで賑わっ
た。当センター職員は燻製チーズ作りを担当した。（当日の気象情報：12:40現在 気温7度 湿度98％
気圧1004hPa 時間雨量 1.0mm.）

⑤ 第２回ボランティア協力員総会 (1月2０日・水）

平成28年度においてもボランティア協力員を募集することになり、中井センター長より現1年生に募
集の協力依頼が行われた。被災地視察・大学祭・学習支援ボランティア活動報告の後、初代代表より
「皆の力が合わさればもっともっと大きなことができる。勉強も継続しながら、やらなければいけない
こと、何をすべきか考えながら行動することが大事」とのエールを受け、来年代表から「１人の力では
何もできないが、集まれば大きなことができる。力を貸して下さい」との挨拶があった。

初代 代表 1年生 代表

⑥ 防災教育を中心とした学校安全フォーラム (1月22日・金）【後援事業】

宮城県教育委員会、東北大学災害科学国際研究所防災教育国際協働センター主催、本センター後援の
標記フォーラムが、岩沼市民会館にて開催された。午前の部「未来をひらく地域に根差した安全教育
～」では、基調講演とパネルディスカッションが行われた。午後の部「未来へつなぐ防災教育」におい
て、本センター小田特任准教授が、トミー・ムリア・ハッサンインドネシアアチェ津波博物館の特別講
演「アチェにおける津波アーカイブと教育への活用」の逐次通訳を行った。

■Ⅵ 
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2 刊行物

1 教育復興実践事例集「明日の子どもたちのために」（第4集）
 仙台市小学校長会

仙台市内小・中学校の震災から学ぶ教育や復興をめざすさまざ

まな教育実践は、本学との連携を通して教育復興実践事例集（第 1

集～第 3 集）にまとめられ、防災教育のカリキュラムの範例とし

て各方面から高い評価をいただいている。

今年度は、仙台市小学校長会が、宮城教育大学教育復興支援セ

ンター（学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業）

と連携協力のもと、各学校で取り組んださまざまな実践をまとめ

た「明日の子どもたちのために　―教育復興実践事例集　第4集―」

を発刊した。第 4 集の特徴は、大震災から 5 年目に震災を風化さ

せない取組、各校長の学校経営、被災校 6 校の今、防災モデル校

の取組などこれまでの括りに加えて、平成 27 年 3 月に仙台で開催

された国連防災世界会議での防災授業や実践発表、さらに震災時

の管理職の対応の記録を取り上げたことである。

震災の記憶を風化させることなく、各学校の取組を記録し、その歩みを共有することは、明日を生き

る子どもたちにたくましく生き抜く力を育む、新たな教育の推進につながるものである。

明日の
子どもたちのために

教育復興実践事例集 第4集

仙台市小学校長会
宮城教育大学教育復興支援センター

2 「未来を拓く～南三陸町教育復興の歩み」
 南三陸町教育委員会

南三陸町は、今回の震災により沿岸部を中心に甚大な被害を受

けている。多くの家屋が、巨大津波により流失し、教育関係機関

にも大きな影響を及ぼしている。直接校舎まで津波が押し寄せた

学校もあり、発災当時は、同町内の学校はもとより他市の施設を

借用した教育活動を行った学校もあった。その後の 5 年間、校舎

改修により元の学校で教育活動を再開できたところもあれば、新

たな地に校舎を新築した学校もあり、また閉校となったところな

どさまざまな教育復興の歩みがなされてきた。

発刊された「未来を拓く～南三陸町教育復興の歩み～」には、

町内の 5 つの小学校と 3 つの中学校の児童生徒と教職員、そして

地域の方々との困難に満ちた避難活動やその後の避難所運営の様

子が記されている。さらには、学校再開のための教職員の創意工夫、

今日に至るまでの学校と教育委員会の連携による復興の歩みがまとめられている。

 

未来を拓く 
～南三陸町教育復興の歩み～ 

 

 

 

 

 

 
 

 

南三陸町教育委員会 

宮城教育大学教育復興支援センター 
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5
小田 隆史：教育セクターでの国際防災協力の展開可能性 －アジア工科大学短期研究滞在の経験から－
Takashi ODA: Fostering International Cooperation in the Education Sector for Disaster Risk Reduction: From an Academic 

Exchange at the Asian Institute of Technology

6
門脇 啓一・吉田利弘・伊藤芳郎・藤原忠和：支援実践部門報告　学習支援ボランティア活動等を通した学生の育

成
Keiichi KADOWAKI, Toshihiro YOSHIDA, Yoshiro ITO and Tadakazu FUJIWARA: Training Students through Volunteer 

Activities

7 庄子 　修・堀越清治：教科等の授業におけるp4c （子どもの哲学） 活用の可能性を探る
Osamu SHOJI, Seiji HORIKOSHI: Seeking the Application of p4c in Subjects

8 Alison NEMOTO: Supporting Post-Disaster Community Resettlement: Some perceived short-term and long-
term effects of the “Nashi No Hana Volunteer Project” (2012-2016)

9
西城 　潔・小田 隆史：復興カフェを利用した被災地巡検報告 －現代的課題科目「環境と開発」での取り組み－
Kiyoshi SAIJO and Takashi ODA: Active learning in a Disaster-Affected Area from the 2011 Great East Japan Earthquake: A 

Case from “Environment & Development,” a University Field Excursion Course in Iwaki City, Fukushima Prefecture

10
水谷 好成・小野寺 泰子・鵜川 義弘・福井 恵子・小田 隆史：雨天に対応できる防災・炊き出し研修
Yoshinari MIZUTANI, Taiko ONODERA, Yoshihiro UGAWA, Keiko FUKUI and Takashi ODA: Outdoor Food Distribution Drill 

for Emergency Shelter Operation Applicable under Rainy Weather

11
小野寺 泰子・水谷 好成・福井 恵子・鵜川 義弘：炊き出し研修で簡単にできる調理メニューの提案
Taiko ONODERA, Yoshinari MIZUTANI, Keiko FUKUI, and Yoshihiro UGAWA: Proposal of easy soup kitchen menu for 

Outdoor Food Distribution Drill

12
香曽我部 琢：家庭科教育が震災後の教育復興に果たした役割とは － 震災を単元に取り入れた家庭科授業実践

のKJ法を用いたレビュー －
Taku KOUSOKABE: The Meaning of Home Economics Education in Disaster Education

13
小田 隆史・竹内 　治：身近な地域の自然と歴史に親しむ防災ワークショップ ― 宮城県大崎市立沼部小学校にお

ける実践事例から ―
Takashi ODA and Osamu TAKEUCHI: Workshop for Disaster Risk Reduction through Gaining Knowledge of the Local Natural 

Environment and Historical Legacy at Numabe Elementary School, Osaki, Miyagi, Japan

1

小金澤 孝昭： 復興教育によるグローバル人材の育成 ～大学生教育での
ESD・アクテイブラーニングを事例に～

Takaaki KOGANEZAWA： Learning program for Global human By Education 
for Sustainable Development A Case Study about ESD Program and Active 
Learning for University Students

2
田端 健人： 子どもの哲学（p4c）による超自我の覚醒　コミュニティ対

話の現象学的心理学
Taketo TABATA： The Metaself Awakens in the philosophy for children (p4c) The 

Phenomenological Psychology of the Community Dialogue

3
黒川 修行・佐藤 　洋： 東日本大震災後の子ども達の体格の変化につい

て（平成22年度～平成26年度）
Naoyuki KUROKAWA and Hiroshi SATOH: Change of body physique in school 

children in Sendai, Japan after the Great East Japan Earthquake, 2010-2014

4

野澤 令照：市民協働により復興を支える宮城教育大学の新たな取組 
Vol.2　コミュニティ再生を目指す新たな活動を通して

Yoshiteru NOZAWA: New Actions Take by Miyagi University of Education 
Supporting Recovery from Disaster through Citizens Collaboration: new 
activities aiming for community rebuilding vol.2

3 教育復興支援センター「紀要」（第4集）
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4  故郷復興プロジェクト視聴DVD「ともに、前へ」（第2巻、第3巻）
 仙台市中学校校長会

本 DVD は、昨年度仙台市中学

校長会と連携して刊行した第 1

巻に引き続き、第 2 巻、第 3 巻

として刊行したものである。仙

台市教育委員会の復興に向けた

取組の一つである故郷復興プロ

ジェクトの中で行われる全校集

会などで視聴できるものとして

作製した。

第 1 巻の内容である東日本大

震災の発生時の状況や学校の被

害状況、新しい防災教育など学

校の活動の様子を踏まえ、第 2 巻は「つながりあう心と未来への希望」、第 3 巻は「震災の総括と未来

に向けた使命」をテーマに、震災や復興の記憶の風化を防ぐとともに、仙台市内中学生がこれからも

希望と自信を持って復興への歩みを進められるよう、各学校の具体的な取組や支援者のメッセージな

どを各巻 10 数分にまとめたものである。
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3 外部資金等
本学が被災地仙台にあり教員養成教育に責任を負う大学として，東日本大震災により甚大な被害をこう

むった被災地域への中・長期的な教育的支援を重点的に取り組むため，各種外部資金獲得の申請を行った。

1 文部科学省大学改革推進等補助金
大学等における地域復興のためのセンター的機能整備事業

補助金額：46,075 千円

事業の目的・必要性

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災により，宮城県は生活全般にわたり極めて甚大な被

害をこうむり，被災地では未だ避難生活も続いている状況である。しかし，震災からの本格的な復

興に向けて自治体を中心に様々な活動が動き出している中，被災地仙台にあり教員養成教育に責任

を負う大学として，被災地への中・長期的な教育的支援を重点的に取り組むため，その中核的な学

内組織「宮城教育大学教育復興支援センター」を立ち上げ，宮城県教育委員会及び仙台市教育委員

会との連携のもと，宮城県の教育の復興，発展をめざすとともに，地域に密着した現職教員支援及

び教員養成実践教育を行うものである。

被災地の学校では，学力低下・学力格差が懸念されている。

しかしながら，これら困難な諸課題に向き合っている教職員は疲労が蓄積しており，日々進行す

る被災の現状認識に伴う心的ストレスの増加，問題をもった児童・生徒に対する心のケアを含む教

育の方法に関する知識不足などから，適切な教育環境が確保されておらず，教育復興への大きな障

壁となっている上，これらは短期間で解決できる課題ではないものである。

本学が被災地域の一日も早い復興のためにできることを考えたとき，中・長期的な教育的支援と

いう視点に基づいた本事業を実施することにより，宮城県の教育復興を図る取組の一つとして寄与

するものである。さらに，教員をめざす学生が被災地域に赴き，困難な生活に立ち向かう児童・生

徒や教職員と触れ合いながら勉学を教えたり教育活動に携わることは，今後の教員生活に必須とな

る人間力や教育実践力の向上のための貴重な財産となり得るものである。

①教室復旧過程における児童・生徒の学習意欲・態度，集中力，学習達成度における課題
の明確化

②避難所生活や仮設住宅生活等の家庭環境の変化が与える子どもへの影響
③転校を余儀なくされ，離ればなれになった児童・生徒の心的ストレス
④家族を失った児童・生徒の癒されない気持ちの潜在化
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2 文部科学省「学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」
受託金額：32,640 千円

事業の趣旨

東日本大震災から 4 年が過ぎ，復興が進む一方で先が見えがたい現実に，仮設住宅や見なし仮設

住宅に疲労感や焦燥感が広がってきており，地域コミュニティの再生 ･ 復興がままならない中，被

災直後とは変化した地域課題が生じてきている。本事業は，そういった課題への対応策を一過性の

ものとせずに，今後の被災地の自律的な復興が長く地域コミュニティに根ざす仕組みづくりを実現

するため，産・官・学が連携して以下の事業に取り組むこととした。

具体的な取り組み内容

主な事業として、広く地域一般市民に防災や復興に関する多種多様な講座を提供した「宮教大防

災 Weekend」、震災犠牲者の鎮魂と被災者の心の支援・地域再生支援を趣旨とした復興支援コンサー

ト「音楽の花」、被災地ではたらく先輩の話を聞き、未来を考える高校生キャリア教育講座などを開

催した。

・地域における活動を担う人材の育成
・人と人とのつながりを再生する学びの事業

の推進
・学校と地域とが協働で取り組む防災教育の

創造と実践
・コミュニティ再生を支える地域連携組織の

構築

3 公益財団法人 上廣倫理財団
プロジェクト研究助成 〈p4c せんだい推進プロジェクト〉

寄附金額：9,000 千円

事業の概要

人間の倫理観の育成・教育に関わる研究及び活動への助成を行っ

ている当該財団より，被災地における「命の教育」「生き方教育」

に寄与する p4c（philosophy for children: 子どもの哲学）推進への

支援をいただいた。大学研究者，学校，企業人など幅広い委員で

構成した実行委員会を核に，研究，実践を積み重ねてきた。

震災により発生した家庭や地域環境の激変は，児童生徒の学習

意欲の低下や心的ストレス，体力低下など大きな課題をもたらし

ただけでなく，人生観や価値観を大きく揺るがす状況を生み出し
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た。復旧復興の過程において，さらに根源的な問題が発生してくることが予見されるが，その解決

へ導くプログラムとして p4c のプログラムに着目し，下記のような研修・実践・研究の活動を行う

こととした。

従来の大学と教育委員会，学校との連携に留まらず，広く地域や企業なども巻き込んで，児童生

徒の考える力やコミュニケーション力，想像力の高揚をめざす取り組みを展開する。また，その成

果を学生及び地域にも波及させ，p4c が教育復興の一翼を担えるよう強力に推進する。

4 公益財団法人　ベルマーク教育助成財団
ベルマーク教育助成財団寄附金

寄附金額：500 千円（平成 27 年度より 3 年間）

事業の概要

「すべての子どもに等しく、豊かな環境のなかで教育を受けさせたい。」というベルマーク運動を

推進し，集めた資金（ベルマーク預金）で学校の設備や教材をそろえ、さらに国の内外でハンディ

を背負いながら学んでいる子どもたちに援助の手を差し伸べる活動を行ってきた。これまで財団が

行ってきた援助は，へき地学校、特別支援学校、災害被災校を含む多くの学校、さらには，病院内学級、

海外にある日本人学校、海外被災地への援助など多岐に渡っている。

今回，本学が教育復興支援センターを拠点に，被災地の復興支援に取組み成果を残してきたこと

が認められて，活動への援助をいただけることになった。

東日本大震災から 5 年を経てもなお支援を必要とする被災地の子どもたちや教育環境を改善する

ために，今後の教育復興活動に有効に活用させていただく考えである。
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4 平成27年度教育復興支援センター活動（事業）実績一覧

実施場所・学校名等 実施内容 派遣実人数
（他大学内数）

派遣延人数
（他大学内数） 協力・連携大学 備考

1 継続 仙台市立荒浜小学校 教員補助（学生による毎週の自主
的な支援） 2 ②教員補助事業

2 継続 仙台市立蒲町中学校 教員補助（学生による毎週の自主
的な支援） 4 ②教員補助事業

3 継続 女川小学校 教員補助（学生による毎週の自主
的な支援） 4 ②教員補助事業

4 継続 岩沼市立玉浦中学校 教員補助（学生による毎週の自主
的な支援） 11 ②教員補助事業

5 継続 宮城県美田園高等学校 教員補助（学生による毎週の自主
的な支援） 5 ②教員補助事業

6 4月22日 宮城教育大学 第1回学生協力員総会 44 人材育成

7 5月20日 宮城県立利府支援学校 運動会の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 1 ②教員補助事業

8 5月23日 宮城県立石巻支援学校 運動会の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 3 ②教員補助事業

9 6月6日 旧山元町立中浜小学校　他 第20回被災地視察研修 24 人材育成

10 6月14日 仙台市縄文の森広場 こども☆ひかりフェスティバル
の補助 13 ④こども対象・参加イ

ベント

11 6月20日 気仙沼・南三陸方面 第21回被災地視察研修 27 人材育成

12 7月6日 東松島市コミュニティーセ
ンター

「ハザードマップの作り方」「防災
教育の必要性」 派遣 32 ③教員研修等事業

13 7月7日 宮城教育大学 第18回復興カフェ 45 研究開発事業

14 7月8日 宮城教育大学 夏休みボランティア不安解消会 15 人材育成

15 7月14日 宮城教育大学 第19回復興カフェ 19 研究開発事業

16 7月27日 蔵王町役場 蔵王町教職員研修会～志教育と
学力向上について～ 派遣 50 ③教員研修等事業

17 7月28日 大崎市立沼部小学校 「ハザードマップの作り方」「防災
教育の必要性」 派遣 40 ③教員研修等事業

18 7/30～7/31 大和町立宮床中学校 自学自習支援（中１～３年生対
象） 2 4 ①教育復興支援塾事

業

19 8月1日 仙台市立西山中学校 女川町民を対象とした交流イベ
ント 2 ④こども対象・参加イ

ベント

20 8/3～8/7 名取市立閖上中学校 自学自習支援（中１～３年生対
象） 12 （5） 40 （25） 愛知教育大学 ①教育復興支援塾事

業

21 8/3～8/7 登米市立南方中学校 自学自習支援（中１～３年生対
象） 14 （11） 65 （55） 京都教育大学、

大阪教育大学
①教育復興支援塾事
業

22 8/3～8/7 大河原町立金ヶ瀬中学校 自学自習支援（中１～３年生対
象） 1 4 ①教育復興支援塾事

業

23 8/3～8/7 大河原町立大河原中学校① 自学自習支援（中１～３年生対
象） 2 7 ①教育復興支援塾事

業

24 8/3～8/7 岩沼市内小中学校① 自学自習支援 7 19 ①教育復興支援塾事
業

25 8/3～8/7 大崎市立古川中学校 自学自習支援（小学生及び中学生
対象） 2 5 ①教育復興支援塾事

業

26 8/4～8/7 丸森町立丸森中学校 自学自習支援（５教科：中１～３
年生対象） 5 （2） 17 （8） 奈良教育大学 ①教育復興支援塾事

業

27 8/4～8/7 亘理町内小中学校① 自学自習支援（小学生及び中学生
対象） 3 9 ①教育復興支援塾事

業

28 8月11日 東京エレクトロンホール宮
城

田端健人教授/ こころの復興
フォーラム ― ⑤心のケア事業

■Ⅵ 

資
料
編

東日本大震災

踏み出そう！子どもたちの笑顔のために

あすへ向けての軌跡　震災から5年を経て



54

実施場所・学校名等 実施内容 派遣実人数
（他大学内数）

派遣延人数
（他大学内数） 協力・連携大学 備考

29 8/16～8/20 栗原市教育研究センター
中学生を対象とした「学府くりは
ら塾」での講師（3教科、教材作成・
指導を含む）

16 60 ①教育復興支援塾事
業

30 8/17～8/21 大河原町立大河原中学校② 自学自習支援（中１～3年生対象） 1 4 ①教育復興支援塾事
業

31 8/17～8/21 色麻学園 自学自習支援（小学生及び中学生
対象） 2 8 ①教育復興支援塾事

業

32 8/17～8/21 大崎市立鹿島台中学校 自学自習支援（小学生及び中学生
対象） 1 4 ①教育復興支援塾事

業

33 8/17～8/21 富谷町立富谷中学校 自学自習支援（中１～3年生対象） 7 （1） 24 （2） 東北学院大学 ①教育復興支援塾事
業

34 8/17～8/21 大郷町立大郷小・中学校 サマースクール講師・自学自習支
援 9 23 ①教育復興支援塾事

業

35 8/17～8/21 塩釜市内２中学校 自学自習支援（中１～3年生対象） 4 17 ①教育復興支援塾事
業

36 8/17～8/21 南三陸町立志津川中学校 自学自習支援・部活動支援 10 （6） 47 （30） 東京学芸大学 ②教員補助事業

37 8/18～8/19 仙台市立蒲町中学校 自学自習支援（５教科：中１～3年
生対象） 2 3 ①教育復興支援塾事

業

38 8/18～8/20 角田市内小学校① 自学自習支援 1 2 ①教育復興支援塾事
業

39 8/18～8/20 亘理町内小中学校② 自学自習支援（小学生及び中学生
対象） 3 8 ①教育復興支援塾事

業

40 8/18～8/21 岩沼市内小中学校② 自学自習支援 1 4 ①教育復興支援塾事
業

41 8/18～8/21 気仙沼市内小・中学校 自学自習支援（小3～６年生及び
中１～3年生対象） 15 （9） 58 （35） 福岡教育大学、

早稲田大学
①教育復興支援塾事
業

42 8/20～8/21 女川地区小・中学校および
仮設住宅

自学自習支援（小学生及び中学生
対象） 7 14 ①教育復興支援塾事

業

43 8/20～22 栗原市文化会館・教育研究
センター

自学自習支援（小学生版「くりは
ら塾」での講師） 14 33 ①教育復興支援塾事

業

44 8月22日 TKP新宿ビジネスセンター 関東圏同窓生ネットワーク総会 共催 16 ③教員研修等事業

45 8月24日 宮城教育大学 第20回復興カフェ 13 研究開発事業

46 8/24～8/25 角田市内小学校② 自学自習支援 8 16 ①教育復興支援塾事
業

47 8/24～8/25 柴田町立船岡小学校 自学自習支援 1 2 ①教育復興支援塾事
業

48 9/1～9/4 南三陸町立志津川中学校 教員補助 14 （12） 56 （48）
愛知教育大学、
奈良教育大学、

群馬大学
②教員補助事業

49 9/1～9/4 南三陸町立名足小学校 教員補助 6 24 ②教員補助事業

50 9月3日 仙台市福祉プラザ

仙台市地域保健福祉計画の策定
過程におけるワークショップ～
復興過程における支え合い活動
の経験を、これからの活動に活か
すために～

派遣 25 ③教員研修等事業

51 9月4日 仙台市教育センター

仙台市小学校長会研究協議会～
世界が注目する仙台の防災実践、
国連防災戦略「仙台防災枠組み
2015-2030」採択地として～

派遣 124 ③教員研修等事業

52 9/5～9/6 仙台市立荒浜小学校 運動会の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 7 12 ②教員補助事業

53 9/16～9/19 福島県会津若松市（大熊幼
稚園、大熊小・中学校）

運動会の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 13 52 ②教員補助事業

54 9/24～9/25 丸森町内小学校 教員補助 6 10 ②教員補助事業

55 10月3日 仙台市立中野小学校 運動会の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 5 5 ②教員補助事業
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実施場所・学校名等 実施内容 派遣実人数
（他大学内数）

派遣延人数
（他大学内数） 協力・連携大学 備考

56 10月28日 宮城教育大学 第21回復興カフェ 100 研究開発事業

57 10月30日 大崎市立沼部小学校 防災教育の公開授業の指導 派遣 50 ③教員研修等事業

58 10月31日 宮城県立石巻支援学校 学校祭の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 3 3 ②教員補助事業

59 10月31日 仙台市立中野小学校 学芸会の準備・運営補助、児童生
徒への活動補助 7 7 ②教員補助事業

60 11月21日 東六郷小学校 東六郷小学校学校祭での演奏披
露 5 ④こども対象・参加イ

ベント

61 11月26日 宮城教育大学 第22回復興カフェ 129 研究開発事業

62 11月28日 石ノ森漫画館 本学技術教育講座主催のクリス
マス工作イベントへの協力 7 ④こども対象・参加イ

ベント

63 12月17日 仙台市立寺岡小学校
野澤副センター長/　キャリア教
育の底力～東日本大震災を経験
して見えてきたこと～

⑥こころざし・キャリ
ア教育事業

64 12/24～12/25 大和町立宮床中学校 自学自習支援 1 1 ①教育復興支援塾事
業

65 12月25日 大郷町立大郷小学校 自学自習支援 4 4 ①教育復興支援塾事
業

66 12/25～12/27 栗原市文化会館・教育研究
センター

自学自習支援（小学生版「くりは
ら塾」での講師） 13 23 ①教育復興支援塾事

業

67 12/25～12/27 栗原市教育研究センター
中学生を対象とした「学府くりは
ら塾」での講師（3教科、教材作成・
指導を含む）

15 26 ①教育復興支援塾事
業

68 12/25～12/27
1/5～1/7 岩沼学び塾 自学自習支援（中学生対象） 8 14 ①教育復興支援塾事

業

69 1/4～1/6 気仙沼市内小・中学校 自学自習支援 11 29 ①教育復興支援塾事
業

70 1/5・6
1/16・17 柴田町立船岡中学校 自学自習支援 3 8 ①教育復興支援塾事

業

71 1月20日 宮城教育大学 第2回学生協力員総会 18 人材育成

72 1月26日 八戸市立小中野公民館 学校・家庭・地域の絆がはぐくむ
キャリア教育

⑥こころざし・キャリ
ア教育事業

73 1月27日 宮城県気仙沼合同庁舎 学力向上フォーラムin南三陸 - ⑤心のケア事業

74 2/15～2/19 福島県会津若松市（大熊幼
稚園、大熊小・中学校） 教員補助 22 88 ②教員補助事業

75 2月17日 宮城教育大学 第23回復興カフェ 15 研究開発事業

76 3月9日
大川小学校～女川地域医療
センター～石巻市立門脇小
学校

第22回被災地視察研修 13 人材育成

77 3月10日 仙台市荒浜・名取市閖上方
面 第23回被災地視察研修 29 人材育成

78 3月19日 仙台市立東六郷小学校 卒業式での音楽指導ボランティ
ア 2 ④こども対象・参加イ

ベント
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東日本大震災

踏み出そう！子どもたちの笑顔のために

あすへ向けての軌跡　震災から5年を経て



東日本大震災から早くも５年が経過いたしました。改めて震災で亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災された
方々の「復興」が進展しますようお祈り申し上げます。
この「あすへ向けての軌跡」も５冊目となり、教育復興支援センターとして発行するのは最後となりそうです。東日本大震災か

ら５年が経過し、いわゆる「集中復興期間」を終え、４月からは５年間の「復興・創生期間」となります。これを機に、復興に向けた
在り方が大きく変わり、宮城教育大学、教育復興支援センターも、新たに未来に向けたセンターとして転換が図られることに
なっています。
本センターは、宮城県内の学校教育の復旧・復興、児童生徒の確かな学力の定着・向上、現職教員の各種支援等をめざし

て平成２３年６月に開設されました。目標の達成に向けて支援実践部門と研究開発部門とが連携協力して、地域への貢献、新
たな教育の創造、復興に向けたグローバルな人材の育成に努めてきました。
本年度、支援実践部門においては、学習支援を中心とする被災地からのボランティア学生の派遣要請に、県内外の他大

学からの支援を受けて、概ね応えることができました。また、４年目を迎えたボランティア協力員を中心とする学生組織にはいくつ
かの課題もありますが、ボランティア活動を通じて将来教師をめざす本学学生の資質・能力の育成が図られました。また、受け
入れ先の各市町村教育委員会、学校からの評価も高く、派遣要請も多いことから、今後とも学生ボランティア活動の充実を推
進していきたいと考えています。
研究開発部門にあっては、震災復興・防災に関する調査・研究、他大学との共同研究に基づき、その成果を海外にまで発
信しています。また、新たな教育の創造に向けて、教育大学防災ネットワーク（ＮＵＥ）の構築、学びを通じた被災地の地域コ
ミュニティ再生支援を実施し、教育復興の担い手の育成にも取り組んできました。
また、被災した市町村教育委員会や校長会と連携して、震災時の学校の記録や次代に向けたメッセージ等の収集に取り組
んできました。今年度は、南三陸町教育委員会による「未来を拓く」教育復興の歩み、仙台市立小学校校長会による教育復
興実践事例集（第４集）、仙台市立中学校校長会による故郷復興プロジェクト視聴ＤＶＤ（第２巻、第３巻）が発行されます。す
でに刊行された他の記録集とともに、今後の防災・減災教育の推進にあたって活用されるものと確信します。
この１年間を振り返ると、２７年３月、仙台市で開催された第３回国連防災世界会議への参画、２８年１０月開催の宮城教育
大学創立５０周年式典が思い起こされます。
前者については、本文中に紹介されておりますので詳細は避けますが、教育復興支援センター、ボランティア協力員がそれ

ぞれの活動に意欲的に取り組み、内外から高い評価を得たことのみ報告しておきます。
後者のシンポジウムに参加して思ったことを紹介します。各年代を代表する本学の同窓生、現役学生がそれぞれの学生時
代の思い出、現在の活動について発言するとともに、宮城教育大学の方向性や未来の学生への期待などが提言されました。
５０年の年齢差もあり、現在の置かれた環境、立場の違いに基づく提言は多岐多様であり、興味深く話を伺いました。
「キーワードは未来」。シンポジウムにおけるさまざまな発言、提言を伺い、ふと思いついたのがこのフレーズです。
学校は、次代を担う子どもたちの育成のためのものであり、大学も例外ではありません。教育大学はいわば「入れ子（入籠）」

のように、未来を担う児童生徒を育てるための教師をめざす学生を育成する、という二重構造になっています。大学におけるす
べての活動、日々の授業、サークル活動、教育実習も形こそ異なりますが、望ましい人間、教師の育成であり、めざすところは変
わりません。
そして、それは本センターの活動の中枢を占める学習支援等のボランティア活動もまた同様です。ボランティア活動を実際に
経験し、その中で悩み苦しんだこと、教えられたことや考えたことは、日常の学生生活では得られない貴重な体験だと思います。
本学の学生には、まずはボランティア活動に参加してみることを推奨します。被災地では、児童生徒が大学生と接する機会は
少なく、学習会等で年齢の近い大学生との出会いが楽しみである子どもたちが大勢います。子どもたちの未来のために、自分
自身の未来のために、宮城教育大学生として意欲的に参加するよう願ってやみません。
思えば、この「軌跡」の正式名称は、「あすへ向けての軌跡――踏み出そう！　子どもたちの笑顔のために」であります。前掲

のシンポジウム参加者の提言も、本センターの５年間の取組も、この目標実現のための活動であったと改めて考えさせられまし
た。そして、新しく生まれ変わるセンターのコンセプトも、方向性は変わらず、むしろ拡充が求められるものと考えています。
本「軌跡」は教育復興支援センターの歩みをまとめたものであり、５年間の活動を振り返っています。別に刊行する研究「紀
要」や本センターが編集に携わった刊行物とともに、参照していただければ幸いです。
震災からの一刻も早い復興を祈念し、発刊にあたってのごあいさつといたします。

教育復興支援センター長
中 井 　 滋

「これまで」そして「これから」
5 年間の活動を振り返って
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